















Department of Art and Science, Faculty of Design
　本資料は、本学部の三学科の統合を見据えて、領域を横断した教育を実現するために、2012 年度にメディア造形学科及びデザイン研
究科を中心として行われた様々な試みについて報告するものである。





































































































































































































































Trials in Faculty Educations for Multidisciplinary Design
とができる。将来は、ユーザの持ち歩く携帯端末が、現






































光し、その情報は Bluetooth 通信により PC に伝えら












































































































Trials in Faculty Educations for Multidisciplinary Design
　また、本学のブースでは、各作品の展示効果を最大限
に活かすために、ブース自体の設計、設営を空間造形学
科学生が担当し、各作品の制作グループと綿密な連携を
取ることで、望ましい明るさや鑑賞者の動線等を実現す
ることができた。結果的に、多くの大学、多くの作品
が参加する中で、本学部より二作品が佳作入賞する等、
2011 年度に続き高い評価を得ることができた。造形
物のデザイン、動きや反応のデザイン、展示空間におけ
る作品の見せ方のデザイン等、三領域におけるデザイン
活動が統合した実績を生み出せたことは大きな成果であ
る。また、いずれの学科の学生も、所属学科の領域的な
区分を乗り越えて、柔軟に設計、制作に参画できたこと、
所属学科以外の担当教員からも指導を受けることができ
たこと等から、今後予定されている学科統合の実現性に
充分な手ごたえを得ることができた。
５　まとめ
　本報告では、メディア造形学科やデザイン研究科を中
心に、2015 年度からデザイン学部で予定されている
学科統合を見据え、従来の学科の枠にとらわれない教育
の実現を目指して行われた環境整備と作品制作の様々な
試みについて述べた。今後は、対象領域を一層拡大し、
学科間の連携を一層深め、さらに充実した教育環境の整
備に努めたい。なお、本研究には、学部長特別研究「学
部におけるインタフェース教育」が適用されている。ま
た、第四章で述べた東京デザイナーズウィークへの出展
に関する作業には、イベント支援「東京デザイナーズ
ウィーク」が適用されている。
